
付録1：実証申請書

【1】申請者

	項目
	記　入　欄

	企業名
	印

	
	URL　http://

	住　所
	　〒

	担当者所属・氏名
	

	連絡先
	TEL／FAX
	TEL：　　（　　　　）　　　　　　FAX：　　（　　　　）

	
	E-mail 　　　　　　　
	@

	技術･製品の名称・型番
	


　

【2】実証対象技術の概要

	技術の原理



	特徴・長所・セールスポイント




【3】製品データ

	項目
	記　入　欄

	製品名
	

	型番
	

	販売・製造元
	

	重量（g）
	　　　　　　　　g

	価格（円）
	　　　　　　　　円

	分析対象物質
	【4】性能データに記入すること

	利用用途（想定される用途）
	

	校正用標準物質等の有無
	有（調製済／調製要）　／　無

	校正方法


	

	サンプリング方式
	

	操作環境（室温）
	　℃～　　　℃

	操作環境（相対湿度）
	　％～　　　％

	操作環境（その他）
（その他使用できない環境）
	

	製品保管条件
（メンテナンス方法など）
	

	製品保証期間
	製造後　　　ヶ月間

	応答時間
	　　　秒


【4】性能データ
	試験責任者
	印　　　　

	試験年月日
	平成　　年　　月　　日


実証対象製品に関して、下記表のそれぞれの物質における、「測定能力」、「測定範囲」、「精度」を可能な限り記載すること。（測定能力○：対象物質を定量できることを示す性能試験結果がある。△：性能試験結果はないが、類似物質が測定可能であることから、測定可能と判断できる（要科学的根拠）。×：対象物質を測定不可能である。－：対象物質の測定能力が不明である。）
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100100トルエン ○○○○ ○ ～

100200キシレン ○○○○ ○ ～

100300エチルベンゼン ○ ○○ ○ ～

1004001,3,5-トリメチルベンゼン ○ ○ ～

100500n-ヘキサン ○ ○ ○ ～

100600イソヘキサン ～

100700シクロヘキサン ○ ○ ○ ～

100800n-ヘプタン ○ ～

110002オクタン ○ ～

110005ベンゼン ○ ○ ～

110006スチレン ○ ～

110007イソプロピルベンゼン ○ ～

1100081,2,3-トリメチルベンゼン ○ ～

1100091,2,4-トリメチルベンゼン ○ ～

1100101,4-ジエチルベンゼン ○ ～

1100111-ヘキセン ○ ～

1100121-ヘプテン ○ ～

1100132,2,4-トリメチルペンタン ○ ～

1100142,2-ジメチルブタン ○ ～

1100152,3,4-トリメチルペンタン ○ ～

1100162,3-ジメチルブタン ○ ～

1100172,4-ジメチルペンタン ○ ～

1100182-メチル-1,3-ブタジエン ○ ～

1100192-メチル-1-ブテン ○ ～

1100202-メチル-2-ブテン ○ ～

1100212-メチルペンタン ○ ～

1100223-メチルヘキサン ○ ～

1100233-メチルヘプタン ○ ～

110024cis-2-ブテン ○ ～

110025cis-2-ペンテン ○ ～

110026n-ブタン ○ ～

110027n-プロピルベンゼン ○ ～

110028n-ペンタン ○ ～

110029trans-2-ブテン ○ ～

110030trans-2-ペンテン ○ ～

110031イソブタン ○ ～

110032メチルシクロヘキサン ○○ ○ ～

110033メチルシクロペンタン ○ ～

110034ヘキサン（構造不明） ～

110035

天然ガス成分（エタン、プロパン、ブタン等）

～

110099その他炭化水素系（物質不明 ～

200100メチルアルコール ○○○ ～

200200エチルアルコール ○○ ～

200300イソプロピルアルコール ○ ○○ ～

200400n-ブチルアルコール ○ ～

200500イソブチルアルコール ～

210002n-プロピルアルコール ○○ ～

210004ブタノール（構造不明） ○ ○ ～

2100062-アミノエタノール ～

210007クレゾール ～

対象事業所

物質詳細

コード

物質詳細名

物質

グループ

精

度

（

指

示

誤

差

等

）

測定能力



○：測定可

△：測定可

（データなし）

×：測定不可

－：データなし

測定範囲　(ppm)

炭化水素系

アルコール系


[image: image2.emf]塗

装

接

着

印

刷

化

学

品

製

造

工

業

用

洗

浄

貯

蔵

300100アセトン ○ ○ ～

300200メチルエチルケトン ○○○○ ～

300300メチルイソブチルケトン ○ ○○ ～

310001シクロヘキサノン ○○ ～

310006イソホロン ○ ～

400100酢酸エチル ○○○○ ～

400200酢酸ブチル ○ ○○ ～

410003酢酸ノルマルプロピル ○○ ～

410004酢酸イソブチル ○ ～

410010乳酸エチル ～

410011酢酸ビニル ○ ～

410099その他エステル系（物質不明） ～

グリコール系 500100エチレングリコール ○○ ～

600100エチレングリコールモノメチルエーテル ～

600300エチレングリコールモノブチルエーテル ○○ ～

600400プロピレングリコールモノメチルエーテル ○○ ～

600500ジメチルエーテル ～

610003プロピレングリコールジメチルエーテル ～

610011エチレンオキシド ～

610099

その他エーテル系/グリコールエーテル系（物質不明）

～

800100ジクロロメタン ○○ ～

800200クロロホルム ～

800300トリクロロエチレン ○ ～

800400テトラクロロエチレン ○ ～

810007クロロメタン ○ ～

8100081,2-ジクロロエタン ○ ～

810009クロロエチレン ○ ～

810010テトラフルオロエチレン ○ ～

810011クロロエタン ○ ～

810012

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ/ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ/ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ以外の塩素系溶剤

○ ～

810013HFC系の工業用洗浄剤 ○ ～

810014その他のフッ素系工業用洗浄溶剤 ○ ～

810015N-ブロモプロパン ○ ～

810017臭化メチル ～

810018トリクロロエタン（構造不明） ～

900400N,N-ジメチルホルムアミド ○ ～

910002ホルムアルデヒド ○ ～

910003二硫化炭素 ○ ～

910004アクリロニトリル ○ ～

910099別記以外の単体溶剤（物質不明） ～

1000200工業ガソリン2号（ゴム揮発油） ○ ○ ～

1000400工業ガソリン4号（ﾐﾈﾗﾙｽﾋﾟﾘｯﾄ） ～

1000500工業ガソリン5号（ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｿﾙﾍﾞﾝﾄ） ～

1000900ソルベントナフサ（コールタールナフサ） ～

1010001n-パラフィン系 ○ ～

1010002i-パラフィン系 ○ ～

1010004高沸点溶剤 ○ ～

1010005ナフテン系 ○ ～

1110001石油系炭化水素類 ○ ～

1110002炭素数が4～8までの鎖状炭化水素 ○ ～

1110003

n-ﾊﾟﾗﾌｨﾝ系/iso-ﾊﾟﾗﾌｨﾝ系/ﾅﾌﾃﾝ系以外の炭化水素系溶剤

○ ～

1110004灯油等 ～

1110005原油 ～

1110006シンナー等の混合溶剤 ～

1110007ナフサ ○ ～

特定できない物質 9910000特定できない物質 ○ ○○○ ～

11 9 22391236

物質数

測定能力



○：測定可

△：測定可

（データなし）

×：測定不可

－：データなし

測定範囲　(ppm)

エーテル/

グリコールエーテル系

ハロゲン系

その他の単体溶剤

石油系混合溶剤

ケトン系

エステル系

物質

グループ

精

度

（

指

示

誤

差

等

）

対象事業所

物質詳細

コード

物質詳細名


注：上記項目等について、次のことが確認できる性能試験結果等の参考資料（データ類）を提出すること。

· 性能試験方法の妥当性
· 性能試験結果の解釈の妥当性
· 実証対象製品の実用面での妥当性など
揮発性有機化合物（VOC）排出インベントリ報告書（平成21年3月）より作成
注：物質名の表記法は出典の報告書のものを採用した。

【5】申請区分

実証試験区分
	実証を希望する区分に○
	実証試験区分
	試験対象VOC
	備考

	
	一般的な規制対象施設
	炭化水素系、アルコール系、ケトン系、エステル系など
	塗装、接着、印刷事業所で使用されるVOCに関して試験する。

	
	ハロゲン系VOCが多い事業所
	ハロゲン系、石油系混合溶剤など
	工業洗浄関連の事業所で使用されるVOCに関して試験する。

	
	その他
	実証機関と協議の上、決定する
	上記で対象としていないVOCに関して試験する。


※【3】実証対象製品の性能を考慮したうえで、実証を希望する区分に○をつける。
※ 複数の区分を選択することも可能である。

事業所で採取した試料の測定（任意実証項目）
	
	概要

	
	本実証事業の性能試験とは別に、VOC取扱事業所で採取した試料（ガス）の測定を希望する申請者は、左の枠内に○を記し、その具体的計画（対象とする事業所、工程、採取方法、測定回数等）について下の枠内に記述すること。

なお、試料を採取する事業所に関しては、実証機関と申請者が協議して決定すること。


	


【6】納入状況

実証対象製品の導入実績がある場合、記載すること。
【7】技術の先進性について
技術の先進性、特許・実用新案等の申請・取得状況、論文発表、受賞歴等があれば記入して下さい。

【8】その他（特記すべき事項）

実証する側にとって記載して欲しい内容を記載していただく。
上記に関して、どのような例が挙げられるか。
【本申請書に添付する書類】

○実証対象製品の取扱説明書（製品に添付しユーザへ提供しているもの）

○技術仕様書（製品の特徴的な技術仕様を記載しているもの）
○各種性能試験結果（実証項目に関連したもの）等







































性能データシート（Excel File）に記入したものを貼付下さい








